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ご 注意 
1 ) 本 製品 お よび 本 書 は 内 プア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 の 著作 物 で す 
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し た が っ つて , 本 製品 お よび 本 書 の 一 部 また は , 企 部 を 無断 で 複製 , 複写 , 転載 , 改変 
する こと は 法律 で 禁じ られ て いま す . 

本 製品 お よび 本 書 の 内 容 に つい て は , 改良 の た め に 予告 な く 変更 する こと が あり ます . 
本 製品 お よび 本 書 の 内 容 に つい て , 不審 な 点 や お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら , 帆 ア 
イ ・ オ ー・ デ ー タ 携 器 サポ ボート セン ター まで ご 連絡 くだ さい . 

本 製品 を 運用 し た 結果 の 他 へ の 影響 に つい て は , 上 記 に か か わら ず 責 任 は 負い か ね ま 
す の で , ご 了承 くだ さい . 

本 製品 は 「 外 国 為替 及び 外国 貿易 管理 法 」 の 規定 に より 戦略 物資 等 輸出 規制 製品 に 訪 
当 し ます . 

し た が つて , 国外 に 持ち 出す 場合 に は , 必ず 日 本 国政 符 の 輸出 許可 申請 な ど 必 要 な 手 
続き を お 取り くだ さい . 


MS, MS-DOS は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す . 
Windows は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 商標 で す . 

MEGDOS は 株 式 会 社 エ ス ・ ピ ー・ エ ス の 登録 商標 で す . 

MEMORY SERVER は 株 式 会 社 ア イ ・ オ ー・ デ ー タ 機器 の 商標 で す . 
その 他 , 一 般 に 会 社名 , 製品 名 は 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す . 
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1. ア プリ ケー ショ ン 別 設定 例 


1.1. MS-DOS5. 0/5.0A 


@⑱ メ イン メモ リ の フリ ー エ リア の 拡大 
MS-D0S55.0 に お いて メイ ン メ モリ の フリ ー エ リア を 拡大 する に は 以下 の 方 法 が あり ます . 


1. D0S5 の シス テム の 一 部 を HMA に ロー ド す る 
CONFIG. SYS に VMM386. SYS また は , EMM4J.SYS を デバ イス 登録 し , "DOS" コ マン ド で HMA 
に シス テム の 一 部 を ロー ド す る 記述 を 追加 し ます . 


DEVICE=VMM386. SYS 
DOS=HIGH 


DEVICE=EMM4J.SYS /X 
DOS=HIGH 


DEVICE=EMM4JN. SYS /X /E=047:7FF 
DOS=HIGH 


DEVICE=EMM4JE. SYS /X /E=044:7FF 
DOS=HIGH 


2. デバ イス ドラ イ バ 、 TSR を UMB エ リア に ロー ド す る 
CONFIG. SYS に VMM386.SYS ま た は , EMM4J. SYS を デバ イス 登録 し , "DOS" コ マン ド で UMB 
を 使用 可能 と する 記述 を 追加 し ます . 
さら に デバ イス ドラ イ バ を "DEVICEHIGH" コ マン ド で UMB エ リア へ ロード し ます . 


DEVICE=VMM386.SYS /U 
DOS=UMB 
DEVICEHIGH=\DOS\PRINT. SYS 
DEVICEHIGH=\DOS\RSDRV. SYS 


DEVICE=EMM4J.SYS /X /U=CO-DB, DD-DF 
DOS=UMB 

DEVICEHIGH=\DOS\PRINT. SYS 
DEVICEHIGH=\DOS\RSDRV. SYS 


1. アブ リケーション 別 設定 例 


3. 1. と 2. の 組み 合わ せ 
CONFIG.SYS に VMM386.SYS ま た は , EMM4J. SYS を デバ イス 登録 し , "DO0S5" コ マン ド で HMA 
に シス テム の 一 部 を ロー ド す る 記述 と UMUB エ リア を 使用 可能 と する 記述 を 追加 し ます . 
さら に デバ イス ドラ イ バ を "DEVICEHIGH" コ マン ド で UMB へ ロー ド し ます . 


DEVICE=VMM386.SYS /U 
DOS=HIGH, UMB 
DEVICEHIGH=\DOS\PRINT. SYS 
DEVICEHIGH=\DOS\RSDRV. SYS 


DEVICE=EMM4J.SYS /X /U=CO-DB, DD-DF 
DOS=HIGH, UMB 
DEVICEHIGH=\DOS\PRINT. SYS 
DEVICEHIGH=\DOS\RSDRV. SYS 


4. DO0S バ パッ ファ 領域 の 拡張 
普段 , メイ ン メ モリ に 確保 され る D0S バ ッ フ ァ 領 域 を , UMUB エ リア を 利用 し て 拡張 し 
ます . DO0S バ ッ フ ァ 領 域 に 使用 し て いた 分 が , メイ ン メ モリ の フリ ー エ リア と な り ま 
( 昌 。 


DEVICE=VMM386. SYS /U=DO-DF /M=DC:4 
DOS=HIGH, UMB 


A>BEX /A30 回 …*・ 30 個 の D0S5 バ ッ フ ァ 領 域 を UMUB エ リア に 確保 


1. アプ リケーション 別 設 定例 


1.2. MS-DO0S3. 3/3.30A/3. 3B/3.3C/3.3D 


@$ メ イン メモ リ の フリ ー エ リア の 拡大 
MS-DOS3.3 系 に お いて メイ ン メ モリ の フリ ー エ リア を 拡大 する に は 以下 の 方 法 が あり ま 
す . 


1. デ バイス ドラ イ バ . TSR を UMB エ リア に ロー ド す る 
CONFIG.SYS に VMM386.SYS ま だ は, EMM4J.SYS を デバ イス 登録 し , "/U" オ ブシ ョ ン で 
UMB エ リア を 確保 し ます . 
さら に デバ イス ドラ イ バ を LUMB. SYS で , TSR を LUMB.COM で UMB エ リア へ ロー ド し ます . 


DEVICE=VMM386.SYS /U 
DEVICE=LUMB. SYS /M \DOS\PRINT. SYS 
DEVICE=LUMB. SYS /M \DOS\RSDRV. SYS 


DEVICE=EMM4J.SYS /X /U=CO-DB, DD-DF 


DEVICE=LUMB. SYS /M \DOS\PRINT. SYS 
DEVICE=LUMB. SYS /M \DOS\RSDRV. SYS 


A>LUMB PRINT 回 


1. アプ リケーション 別 設定 例 


2. DOS パ ッ フ ァ 領 域 の 拡張 
普段 , メイ ン メ モリ に 確保 され る DO0S バ ッ フ ァ 領 域 を , UMUB エ リア を 利用 し て 拡張 し 
ます . DO0S バ ッ フ ァ 領 域 に 使用 し て いた 分 が メイ ン メ モリ の フリ ー エ リア と な り ま 
す . 


DEVICE=VMM386. SYS /U=DO-DF /M=DC:4 


DEVCEI=EMM4J.SYS /U=DO-DB, DD-DF 


A>BEX /A20 回 …・・ 20 個 の D0S5 バ ッ フ ァ 領 域 を UMUB エ リア に 確保 


1.3. MS-Windows3. 0/3.0A/3.0B/3.1 


@VMM386.SYS と Windows を 併用 する 場合 
Windows で VMM386.SYS を 併用 する 場合 は , 仮想 デバ イス ドラ イ バ "VMM386.VXD" が VMM386. 
SYS と 同じ ディ レク トリ に 必要 で す . イン スト ー ル 時 に は 自動 的 に VMM386. SYS と 同じ デ 
ィ レ クト リ に コピ ー さ れ ま す . 
VMM386.SYS を 併用 で きる の は , 
・Windows3.0/3.0A/3.0B : 386 エ ン ハ ンス ドモ ー ド , リア ルモード 
・Windows3. 1 : 3860 エ ン ハ ンス ドモ ー ド 
スタ ンダ ー ド モー ド で は 併用 で きま せん . 
人 @VMM386.VXD の 取り 扱い 上 の 注意 事項 
・ 必 ず , VMM386.SYS と 同じ ディ レク トリ に お いて くだ さい . 
・Windows の SYSTEM. INI へ VMM386.VXD の 記述 は 行なわ な いで くだ さい . 
・VMM386.VXD は リネ ー ム し な いで くだ さい . 


@Windowvs の パフ ォ ー マ ンス を 引き 上 げ る 
ディ スク キャ ッシュ (DC10.EXE) を 使っ て Windows の パフ ォ ー マ ンス を 上 げ て み ま し ょ う . 


以下 の デバ イス 行 を CONFIG. SYS に 追加 し ます . 


DEVICE=DC10.EXE 4096 /X /W=1024 


的 アブ ルク ド デー ョ シ 、0: 設 定 例 


この 設定 で は , キヤ ッシュ バッ ファ と し て 4096K バ イト を 確保 し ます . Windows 側 で メモ 
リ り が 必要 な 場合 は , キヤ ッシュ バッ ファ の 分 を 動 的 に 切り 詰め て いき ます . 

キャ ヤッ シュ バッ ファ は , "/W=" オ プシ ョ ン で 指定 し た サイ ズ ( こ の 例 で は 1024K バ イト ) を 
残し た 容量 が 切り 詰め られ て いき ます . 

し た が っ て , すべ て 切り 詰め られ て も キャ ヤッ シュ バッ ファ と し て は 最低 "/W=" で 指定 し 
た サイ ズ は 切り 詰め られ ず に キャ ッシュ バッ ファ と し て 残 つ て いま す . 

また , Windows 側 で 切り 詰め られ て いつ た キャ ッシュ バッ ファ は , Windows 終 了 時 に キャ 
ッシュ バッ ファ に 戻り ます . 

つま り , キヤ ッシュ バッ ファ と し て 使用 し た 場合 は , ディ スク か ら の 読み 出し 処理 を 高 
速 化し , Windowvs の メモ リ と し て 切り 詰め られ 効率 よく 動作 し ます . 

True type フ ォ ン ト を 使用 する 場合 は , この 例 の よう に /W=1024 と 設定 し て , キャ ヤッ シ 
ュ バ ッ フ ァ を 1024K バ イト 程度 残し た 方 が パフォー マン ス が 向上 し ます . 


@EMM4J. SYS と Windows を 併用 する 場合 
EMM4J.SYS と Windows を 併用 する 場合 は , 
・Windows3.0/3.0A/3.0B8 : スタ ダー ドモ ー ド , リア ルモード 
・Windows3. 1 2 の の ジル の ルー コリ EYE ニッ に 
スタ ンダ ー ド モー ド の 場合 , EMIS メ モリ は Windows (Windows 使 用 アブ リケーション を 含 
む ) で は 使用 され ませ ん . Windows 上 か ら 起 動 す る D085 ア プリ ケー ショ ン で され ます . 
リア ルモード の 場合 は , Windows が EMS メ モリ を 使用 し ます . 


@Windows3.1 を イン スト ー ル する 際 の 注意 事項 
Windows3.1 を イン スト ー ル する と き は , CONFIG. SYS か ら MEMORY SERVER で 登録 され た デ 
バイ ス ド ラ イ バ を いっ た ん 削除 し て くだ さい . 
削除 し な い 場 合 に は , Windows SETUP 中 に 警告 が 出る こと が あり ます . この 時 , [C] キ ー 
を 押す こと に より 強制 的 に 作業 を 続行 する こと が で きま す が , Windows SETUP に よっ て 
メモ リマ ネー ジャ ヤ や ディ スク キャ ッシュ が 二 重 登録 され る 可能 性 が あり ます . いつ た だ た ん, 
MEMORY SERVER で 登録 され た デバ イス ドラ イ バ の 削除 を お すす めし ます . 


@ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
FILES=30 
BUFFERS=20 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=DC10.EXE 2048 /X /W=1024 


FILES=30 
BUFFERS=20 
DEVICE=EMM4J.SYS /X /P=4096 


1. アプ リケーション 別 設定 例 


1.4. 一 太郎 Ver.4.3 


人 概要 
ーー 太郎 Ver.4.3 で は EMS メ モリ を サポ ー ト し て いま す . 
EMS メ モリ の 使わ れ 方 と し て は , 以下 の 3 種類 が あり ます . 


①ATOK7 の 常駐 部 を EMS メ モリ に 常駐 させ , ATOK7 の メイ ン メ モリ の 常駐 量 を 減ら し ま 
す . 

②JUST-WINDOW の プロ グラ ム エ リ ア と し て EMS メ モリ を 使用 し , 動作 速度 を 向上 させ ま 
す . 

③JUST-WINDOW の 作業 エリ ア と し て EMS メ モリ を 利用 し , より 大 き な デ ー タ を 扱え る よ 
うに し ます . 


信 @ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
FILES=20 
BUFFERS=20 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=ATOK7A. SYS 
DEVICE=ATOK7B. SYS 


FILES=20 
BUFFERS=20 
DEVICE=EMM4J. SYS 
DEVICE=ATOK7A. SYS 
DEVICE=ATOK7B. SYS 


久 JUST-WINDOW の 設定 
1. 一 太郎 Ver.4.3 を 起動 し ます . 


2. [ESC] を 押し , コマ ンド メニ ュー を 表示 し ます . 


3.[][][ 1 ][ ! ] キー また は , [0] ま た は [ オ ] キ ー を 押し 「0( オ )・ オ プシ ョ ン 」 を 選 
択 し 回 を 押し ます . 


1. アプ リケーション 別 設定 例 


4.[ー][ー][ 1 ][ !] キー また は , [K] ま た は [ エ ] キ ー を 押し 「K( 工 ) 環 境 設定 (JW) 」 を 選 
択 し 回 を 押し ます . 


5. 環境 設定 メニ ュー より [1 ][ ! ] キ ー で 「 画 デー タ 作 業 領域 <EMS>」 の 「 使 用 」 を 選 
び , [一 ][ っ っ] キー で 「 は い 」 に 設定 し ます . 


6. 続 いて , デー タ 作 業 領域 と し て 使用 する EMS メ モリ の メモ リサ イズ を 設定 し ます . 
メモ リサ イズ は , ご 使用 に な る 環境 に 合わ せ て 設定 する わけ で す が , 512K バ イト 程度 
は 残す よう に し まし ょ う . 


例 ) 空い て いる EMS メ モリ が 2M(2048K) バ イト ある 場合 , 2048K バ イト -512K バ イト 
=1536K バ イト を 割り 当て ます . 


残し た , 512K バ イト 程度 の EMS メ モリ は , JUST-WINDO0W の プロ グラ ム 領 域 と し て 使用 さ 
れ ま す . 


な お , この 設定 は , 再度 起動 し た 際 有 効 と な り ま す の で , 一 度 一 太郎 Ver.4.3 を 終了 し 
て , 再起 動 し て くだ さい . 


@ATOK7 の 設定 
「1.8. ATOK7」 を ご 覧 くだ さい . ( つ 11 ベ ペー ジ 参 照 ) 


1. アプ リケーション 別 設 定例 


1.5. 一 太郎 Ver.5 


人 @ 概要 

一 太郎 Ver.5 で は ブ プロ テク トメ モリ が 2M バ イト 以上 (快適 に 動作 させ る た め に は 8M バ イト 
以上 ) 必 要 で す . ハー ドウ ェ ア EMS ボ ー ド を お 持ち の 場合 は , これ を プロ テク トモ ー ド に 設 
定 し て 使用 する こと を お すす めし ます . 

パソ コン 使用 環境 の 都合 上 , ハー ドウ ェ ア EMS メ モリ を ご 使用 に な る 場合 は , 以下 の 2 種 
類 の 利用 方 法 が あり ます . 


①ATOK8 の 常駐 部 を EMS メ モリ に 常駐 させ , ATOK8 の メイ ン メ モリ 常駐 量 を 減ら し ます . 
②JUST-WINDOW の 編集 作業 領域 と し て EMS メ モリ を 利用 し , 「 フ ァイル 」 を 使用 し た 場 
合 に 比べ 動作 速度 が 向上 し ます . 


※② の 編集 作業 領域 に 関し て も く メ モリ > (プロ テク トメ モリ ) で の ご 使用 を お すす め 
し ます . 


旬 イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
(CPU が 386SX 以 上 で プロ テク トメ モリ が 4M バ イト 以上 ある 場合 ) 
FILES=30 
BUFFERS=20 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=ATOK8A.SYS /UCF=ATOK8UCF 
DEVICE=ATOK8B. SYS 
DEVICE=ATOK8EX. SYS 


(CPU が 80286 で PC34R-4M の マル チ モ ー ド を 使用 し て いる 場合 ) 
FILES=30 

BUFFERS=20 

DEVICE=EMM4J.SYS /X /P=3520 /E=120:7FF (※) 
DEVICE=ATOK8A. SYS /UCF=ATOK8UCF 

DEVICE=ATOK8B. SYS 

DEVICE=ATOK8EX. SYS 


※ メ モリ 容量 や 環境 で オブ ショ ン バ パラ メー タ は 変化 し ます . 


@ATOK8 の 設定 
「1.9. ATOK8」 を ご 覧 くだ さい . (っ 12 ペ ー ジ 参照 ) 


1. アブ リケーション 別 設定 例 


050 ニタ スズ =2-3 


人 @ 概 要 
ロー タス 1-2-3 で は EMS メ モリ を ワー クシ ー ト の デー タ 領 域 と し て 使用 し ます . 
EMS メ モリ を 使用 し だ 場合 , より 大 き な ワ ー ク シー ト を 使用 で きま す . 
ロー タス 1-2-3 の バー ジョ ン に よっ て 使わ れ 方 が 異な り ま す の で 注意 し て くだ さい . 


①④1-2-3 R2J/2.1J/2.1Jplus 
セル の デー タ を 拡張 メモ リ に 置き ます . 
セル 情報 , 範囲 名 , グラ フ 名 , アド イン ソフ ト は 内 部 メモ リ に 置き ます . 
内 部 メモ リ が いつ ば い に な っ た だ 場合 は , それ 以上 拡張 メモ リ は 使用 で き な く な り ま す . 
ソフ トウ ェ ア エ ミュ レー ショ ン の EMS ド ライ バ が 合用 で きま す . 


②1-2-3 R2.2J/2.3J 
@⑥ 内 部 メモ リ と 拡張 メモ リ 
セル の デー タ を 拡張 メモ リ に 置き ます . 
セル 情報 , 範囲 名 . グラ フ 名 , アド イン ソフ ト は 内 部 メモ リ に 置き ます . 
内 部 メモ リ が いつ ぱい に な っ つ だ 場合 は , それ 以上 拡張 メモ リ は 使用 で き な く な り ま 
す . ソフ トウ ェ ア エ ミュ レー ショ ン の EMS ド ライ バ が 使用 で きま す . 


⑥ 拡 張 メ モリ の み 
セル 情報 と セル の デー タ は すべ て 拡張 メモ リ に 置く こと が で きま す . 
内 部 メモ リ は 範囲 名 , グラ フ 名 , アド イン ソフ ト 等 に 使用 され ます . 
より 大 き な ワ ー ク シー ト が 作成 で きま す . 
だ ただし, ソフ トウ ェ ア エ ミュ レー ショ ン の EMS ド ライ バ は 使用 で きま せん . 


@ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
FILES=8 
BUFFERS=12 
DEVICE=EMM4J. SYS 
DEVICE=MTTK2.DRV /N 


FILES=8 

BUFFERS=12 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=MTTK2.DRV /N 


1. 


アブ リケーション 別 設定 例 


7. 桐 V4 


@ 概要 


桐 V4 で は EMS, XMS を サポ ー ト し て いま す . 

EMS メ モリ は 日 本 語 FEP 松茸 V3 の 常駐 部 お よび 桐 V4 の ファ イル バッ ファ な ど に 使用 され 
ます . また だ, XMS の HMA を 松 聞 V3 の 常駐 部 と し て 使用 され ます . 

ファ イル バッ ファ な ど に EMS メ モリ を 使用 する 場合 は , 桐 V4 起 動 時 に 以下 の 起動 バラ メ 
ー タ を 指定 し て くだ さい . 詳し く は 桐 V4 の 「 リ ファ レン スガ イド 1」 を ご 覧 くだ さい . 
松茸 V3 に つい て の 設定 は , 「1.10. 松 茸 V3」( っ 13 ペ ベー ジ 参 照 ) を た ご覧 くだ さい . 


多 桐 V4 の EMS 関 連 の 起動 バラ メー タ 


-Eh ハー ドウ ェ ア EMS の 指定 
ES ソフ トウ ェ ア EMS の 指定 
-En EMS を 使用 し な い 
=E1 EMS が 使用 で きる 場合 , 変数 と 名 札 の メモ リ 領 域 を 2 舎 と する 
-Em 主 記憶 を で きる だ け 使 用 し た く な い 場 合 に 指定 
-Er< ペ ー ジ 数 > 他 の タス ク の だ た め に 残す EMS メ モリ を ベ ページ 数 で 指定 
-Ev 裏 GVRAM を 使用 し な い 場 合 の 指定 
イン スト ー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
FILES=20 


BUFFERS=10 
DEVICE=VMM386.SYS 
DEVICE=MTTK3. DRV 


FILES=20 

BUFFERS=10 

DEVICE=EMM4J.SYS /W=CO-CC /X /4 
DEVICE=MTTK3. DRV 


人 アリ ケー ショ ツン 別 設定 例 


1.8. ATOK7 


久 撤 要 
ATOK7 は EMS, XMS に 対応 し て いま す が , ドラ イ バ の 種類 に よ つ て サポ ー ト 対象 の メモ リ 
が 異な り ま す . 
ATOK7 の ドラ イ バ 種 類 に よる 各 メ モリ の 使用 状況 
・ATOK7A. SYS/ATOK7B.SYS : EMS の み 使 用 
EMS 4 ペー ジ 使 用 
・ATOK7AS. SYS/ATOK7BS.SYS : メイ ン メ モリ の み 
・ATOK7AE. SYS/ATOK7BE. SYS : EMS の み 合 用 
EMS 8 ページ 使 用 . 
・ATOK7AH. SYS/ATOK7BH. SYS : EMS と XMS(HMA) の 両方 を 使用 
EMS 4 ページ と HMA を 使用 


ATOK7 に は 特に オブ ショ ン を それ ぞ れ 指定 する 必要 は あり ませ ん . EMS, XMS の 各 メ モリ 
が 使用 可能 で あれ ば 自動 的 に 認識 し て それ ぞ れ の メモ リ を 使用 し ます . 


@ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
FILES=20 
BUFFERS=20 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=ATOK7AE. SYS 
DEVICE=ATOK7BE. SYS 


FILES=20 

BUFFERS=20 

DEVICE=EMM4J.SYS /W=CO-CC /4 
DEVICE=ATOK7AE. SYS 
DEVICE=ATOK7BE. SYS 


FILES=20 

BUFFERS=20 

DEVICE=EMM4J.SYS /W=CO-CC /4 /X 
DEVICE=ATOK7AH. SYS 
DEVICE=ATOK7BH. SYS 


1. アブ リケーション 別 設定 例 


1.9. ATOK8 


人 概要 
ATOK8 は EMS に 対応 し て いま す . 
淀 駐 部 を EMNS メ モリ に 常駐 させ , メイ ン メ モリ へ の 常駐 量 を 減ら し ます . 
EMS メ モリ が 設定 され て いる と 自動 的 に 使用 され ます . 
メイ ン メ モリ 常駐 量 
EMS メ モリ 使用 ・…・ 約 15KB 
EMS メ モリ 未 使用 ・・ 約 200KB 


@ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
(CPU が 386SX 以 上 で プロ テク トメ モリ が ある 場合 ) 
FILES=30 
BUFFERS=20 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=ATOK8A.SYS /UCF=ATOK8UCF 
DEVICE=ATOK8B. SYS 
DEVICE=ATOK8EX. SYS 


(CPU が 80286 で PC34 シ リー ズ の マル チ モ ー ド を 使用 し て いる 場合 ) 
FILES=30 
BUFFERS=20 


| DEVICE=EMM4J.SYS /X /P=3520 /E=120:7FF (PC34 シ リー ズ 4M の 場合 ) 
| DEVICE=EMM4J. SYS /X /P=5568 /E=1A0:7FF (PC34 シ リー ズ 6M の 場合 ) 
| DEVICE=EMM4J. SYS /X /P=7616 /E=220:7FF (PC34 シ リー ズ 8M の 場合 ) 


DEVICE=ATOK8A.SYS /UCF=ATOK8UCF 
DEVICE=ATOK8B. SYS 
DEVICE=ATOK8EX. SYS 


※ メ モリ 容量 や 環境 に よ つ て オプ ショ ン バ ラ メー タ は 変化 し ます . 


(※ ) 


1. アプ リケーション 別 設定 例 


1.10. 松茸 V3 


@ 概 要 
松茸 V3 は EMS, XMS(HMA) に 対応 し て いま す . 
常駐 部 を EMS メ モリ , HMA に 常駐 させ , メイ ン メ モリ へ の 常駐 量 を 減ら し て いま す . 


@ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=MTTK3.DRV 


DEVICE=EMM4J.SYS /X 
DEVICE=MTTK3.DRV 


1. アブ リケーション 別 設定 例 


1.11. VJE-B V3 


人 @ 概 要 
VJE- B V3 は EMS, XMS(HMA) に 対応 し て いま す . 
常駐 部 を EMS メ モリ , HMA に 常駐 させ .、 メイ ン メ モリ へ の 常駐 量 を 減ら し て いま す . 


人 @ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 
DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=VJEB. DRV 


DEVICE=EMM4J.SYS /X 
DEVICE=VJEB. DRV 


EZ2. WX2: 


人 @ 概 要 


WX2“ は EMS, XMS(HMA) に 対応 し て いま す . 


1。 


アブ リケーション 別 設 定例 


常駐 部 を EMS メ モリ , HMA に 常駐 させ, メイ ン メ モリ へ の 常駐 量 を 減ら し て いま す . 


@ イ ンス トー ル 後 の CONFIG. SYS の 例 


DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=WXK. SYS /A1 
DEVICE=WX2. SYS 


DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=WXK. SYS /A2 
DEVICE=WX2. SYS 


DEVICE=VMM386. SYS 
DEVICE=WXK. SYS /A3 
DEVICE=WX2. SYS 


DEVICE=EMM4J.SYS /X 
DEVICE=WXK. SYS /A1 
DEVICE=WX2. SYS 


DEVICE=EMM4J.SYS /X 
DEVICE=WXK.SYS /A2 
DEVICE=WX2. SYS 


DEVICE=EMM4J.SYS /X 
DEVICE=WXK. SYS /A3 
DEVICE=WX2. SYS 


2. ハイ レゾ リュ ーション モー ド の 設定 
2. ハ イレ ゾ リ ュー ショ ン モ ー ド の 設定 


ハイ レゾ リュ ーション モー ド で は 拡張 ROM 領 域 は 44K バ イト し か あり ませ ん . 

し た が っ て , ベー ジフ レー ム は 32K バ イト し か 確保 で きま せん の で , 64K バ イト 連続 の ベ 
ー ジ フレ ー ム が 必要 な 多く の EMS 対 応 の アプ リケーション で は , 利用 で きま せん . 

そこ で 768K バ イト ある メイ ン メ モリ の うち 8B0000h て BFFFFh ま で の 64K バ イト の エリ ア を 
ベー ジフ レー ム と し て 便 用 する こと に より , 64K バ イト 連続 の ベー ジフ レー ム を 必要 と す 
る EMS 対 応 ア プリ ケー ショ ン で EMS を 利用 で きま す . 
2.1. EMM4J.SYS を ハイ レゾ リュ ーション モー ド で 使用 する 場合 


人 @ 設 定 手順 
① メ モリ スイ ッ チ の メイ ン メ モリ の 容量 を 768K バ イト か が か ら 640K バ イト に 変更 し ます . 


②CONFIG. SYS に MEMOFF. SYS, EMM4J.SYS を 以下 の よう に デバ イス 登録 し ます . 


DEVICE=MEMOFF. SYS 
DEVICE=EMM4J.SYS /W=BO-BC /4 


その 他 , 必要 な オプ ショ ン パ ラメ ー タ も 合わ せ て 設定 し て くだ さい . 
③ メ イン メモ リ を 640K バ イト か ら 704K バ イト へ 拡張 する 場合 は , AUTOEXEC.BAT に "MEX" 
の 記述 を 追加 し ます . 
人 動作 概要 
①MEMOFF. SYS が BO000h ン BFFFFh の エリ ア を ベー ジフ レー ム に 設定 可能 な 状態 に し ます . 


@②EMM4J.SYS が その エリ ア に ベー ジフ レー ム を 配置 し ます . 


③ 必 要 に 応じ MEX.EXE を 実行 する こと に より , メイ ン メ モリ 容量 を 640K バ イト が か が ら 704K 
バイ ト に 拡張 され ます . 


A>MEX 回 


2 紀北 AU oo コモ mm R の : 設 : 定 


2.2. VMM386.SYS を ハイ レゾ リュ ーション モー ド で 使用 する 場合 


人 @ 設 定 手順 
CONFIG. SYS に 以下 の よう に デバ イス 登録 し ます . 


DEVICE=VMM386.SYS /@=EMM386.SYS 


※ メ モリ スイ ッ ツチ の メイ ン メ モリ の 設定 は 768K バ イト か ら 変 更 する 必要 は あり ませ ん . 


人 動作 概要 
・MS-DOS 付 属 の EMM386. SYS を 合用 し た 場合 と 同様 な メモ リ 環 境 と な り ま す . 
・B0000h ン BFFFFh の 64K バ イト を ベー ジフ レー ム と し て 使用 し ます . 
・ メ イン メモ リ 容 量 は 704K バ イト で す . 


エラ ー に な る 場合 
"/@=EMM386. SYS" の オブ ショ ン を 合用 し て エラ ー が 出る 場合 は , メモ リス イッ チ の メイ 
ン メ モリ の 設定 を 640K バ イト に 変更 し て くだ さい . 
MS-DOS5.0 の 場合 , メイ ン メ モリ 容量 が 640K バ イト の まま な の で , MEX.COM を 実行 し て メ 
イン メモ リ 容 量 を 704K バ イト に 拡張 し て くだ さい . 


DEVICE=VMM386.SYS /F=BO /4 


2.3.、 ハイ レゾ リュ ーション モー ド で の UMB エ リア の 利用 


ハイ レゾ リュ ユ ーション モ ー ド で UMB エ リア と し て 利用 で きる メモ リ 空 間 は , E5000h ン 
EFFFFh の 空間 で す . 容量 は 44K バ イト あり ます . 

"/U" オ プシ ョ ン を 付け る と 拡張 ROMA エリ ア の 空い て いる 部 分 が すべ て UMB エ リア と し て 
確保 され ます . 

UMB エ リア と し て どう し て も 確保 し た く な い エ リア が ある 場合 は , "/HROM" オ ブ プション 
で その エリ ア を UMB エ リア か ら 除 外 で きま す . 


DEVICE=VMM386.SYS /@=EMM386.SYS /U /HROM=E5-E7 
DOS=HIGH, UMB 

DEVICE=\DOS\PRINT. SYS 

DEVICE=\DOS\RSDRV. SYS 


3. DPMI 


3. DPMI 


3.1. DPMI-LDT の 設定 


DPMI 対 応 ア プリ ケー ショ ン (DPMI ク ライ アン ト ) が 必要 と する セレ クタ 数 を 指定 し ます . 
アブ リケーション で セレ クタ 数 の 指定 が ある 場合 は , その 指定 に し た が っ て くだ さい . 
LDT 数 を 多く 設定 すれ ば , それ だ け VMM386. SYS の 使用 可能 メモ リ が 減り ます . 

最大 の 指定 (/LDT=4096) で 32K バ イト の メモ リ が 必要 と な り ま す . 


LDT 数 | 必要 メモ リ | 
512 4K バ イト | 
1024 8K バ イト 

2048 16K バ イト 


4096 32K バ イト 


3.2. DPMI-DOS ス トリ ー ム バッ ファ 


@ ス トリ ー ム バッ ファ と は ? 
DPMI 環 境 下 で の DO0S5 エ ミュ レー ショ ン 時 に ファ イル ハン ドル な どの デー る タ 転送 用 に 使用 
ざれ る 7 ウ ウ ア で す 。 


人 @ ス トリ ー ム バッ ファ と 転送 デー タ の 流れ 
DPMI 対 応 ア プリ ケー ショ ン (DPMI ク ライ アン ト ) か ら デ ー タ 転送 の 処理 が あっ た 場合 , ク 
ライ アン ト 側 が 直接 デー タ を 転送 する こと は で きま せん . クラ イア ント 側が 一 度 ス トリ 
ー ム バッ ファ ヘ デ ー タ を 転送 し ます . その バッ ファ の デー タ を DPMI サ ー バ 側が (ホス ト ) 
クラ イア ント の 指示 し た アド レス へ バッ ファ の デー タ を 転送 し ます . 


デー タ デー タ 
me ニー スト リ - ん /9 フ 7 Rh に ト 5 
0PM959 り hCGS KN っ pm xx 番地 
DPM サ - トー 
転送 要求 転送 要求 


3. DPIM 


例え ば , クラ イア ント 側が 64K バ イト の デー る 転送 を 行なう 時 , スト リー ム バ ッ フ ァ が 
16K バ イト だ っ つっ た 場合 , 一 度 に 行なえ る デー タタ 転送 は スト リー ム バ ッ フ ァ の サイ ズ 分 で 
すず ので, 4 回 に 分 け て 転送 する こと に な り ま す . 

スト ー リ ー ム バッ ファ の サイ ズ を 大 きく すれ ば , 分 割 し て 転送 する 回 数 は 減り , デー タ 
転送 に か が か る 時 間 は 短く な り ま す . 

た だ , いた ずら に バッ ファ を 増やし て も アプ リケーション 側 の デー タ 転 送 量 が いつ も バ 
ッ フ ァ サ イズ より 小さ い 場 合 は 確保 し た 分 の バッ ファ が 無駄 に な る だ け で す . 

それ に スト リー ム バ ッ フ ァ サ イズ を 大 きく する と , その 分 メイ ン メ モリ を 消費 し て し ま 
いま す の で ご 注意 くだ さい . 

また , それ を 回 避 す る に は , VMM386.SYS に "/U5" オ プシ ョ ン を 付加 し ます . これ は , ス 
トリ ー ム バッ ファ を UMB エ リア 上 に 確保 する オプ ショ ン で す . 


.3. DPMI サ ー バ を 特に 必要 と し な い 場 合 


DPMI サ ー バ が 特に 必要 な い 場 合 は , "/ND" オ ブシ ョ ン で DPMI サ ー バ を イン スト ー ル し な 
いよ うに し た ほう が よい で し ょ う . 

DPMI サ ー バ を イン スト ー ル し な い 状 態 だ と , 上 記 の LDT や D085 ス トリ ー ム バッ ファ な ど が 
使用 する 部 分 が 必要 な く な り VMM386.SYS の メイ ン メ モリ に 対す る 常駐 け イ ズ が 少な く て 
済み ます . 


4 


UMB 


4. UMWB 


4.1. 多く の UMB を 確保 する に は ? 


UMB を で きる だ け 多 く 確 保 す る に は まず , 自分 が 便 用 し て いる 環境 で の メモ リマ ッ プ を 
充分 に 把握 し まし ょ う . 
把握 し た 上 で 以下 の 事項 と 現在 の シス テム 環境 と 照ら し 合わ せ て くだ さい . 
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1. 


連続 し た UMUB エ リア の 確保 
ハー ド デ ィ スク の BIOS ROM は VMM386.SYS の "/M" ツ オプ ショ ン を 使用 し A5000h ン A7FFFh 
の エリ ア に 移動 する . っ D0000h ン DFFFFh の エリ ア が 64K バ イト 連続 と な る . 


SASI ハ ー ド ディ スク の み : /M=D6:8 /U=DO-DF 
SCSI ハ ー ド ディ スク の み : /M=DC:4 /U=D0-DF 
SASI, SCSI ハ ー ド ディ スク : /M=D6:8, DC:4 /U=DO-DF 


注意 ! : "/M" ツ オプ ショ ン は ノー マル モー ド の み 使 用 で きま す . 
ハイ レゾ リュ ーション モー ド で は 使用 で きま せん . 
フー トバ ソコ ン で は , DO000h ン DFFFFh の エリ ア に シス テム 予約 部 分 が あ 
る だ た め 64K バ イト 連続 の UMB エ リア は 確保 で きま せん . 


EMS を 使用 し な い 場 合 の UMUB エ リア 
EMS が 必要 な い 場 合 は , EMS を 使用 し な い . 一 C0000h ン CFFFFh の 空間 が UMB と な る 


SASI ハ ー ド ディ スク の み : /NE /U=CO-D5, D8-DF 
SCSI ハ ー ド ディ スク の み : /NE /U=CO-DB, DD-DF 
SASI, SCSI ハ ー ド ディ スク : /NE /U=C0-D5, D8-DB, DD-DF 


注意 ! : "/NE" オ プシ ョ ン は Windows 使 用 時 は 指定 し な いで くだ さい . 


で きる だ け 多 く の UMB エ リア を 確保 する 場合 
1. と 2. を 組み 合わ せる . 一 C0000hCDFFFFh の 128K バ イト 連続 の エリ ア が UMB と な る . 


SASI ハ ー ド ディ スク の み : /NE /M:D6:8 /U=CO-DF 
SCSI ハ ー ド ディ スク の み : /NE /M=DC:4 /U=CO-DF 
SASI, SCSI ハ ー ド ディ スク : /NE /M=D6:8, DC:4 /U=CO-DF 


注意 ! : "/NE" オ プシ ョ ン は Windows 使 用 時 は 指定 し な いで くだ さい . 
ノー トバ ソコ ン で は , DO000h ン DFFFFh の エリ ア に シス テム 予約 部 分 が あ 
る た め 64K バ イト 連続 確保 で きま せん . 
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4.2. 効率 よい UMB の 使用 


デバ イス ドラ イ バ の 中 に は ロー ド の 際 の 初期 化 時 に 常駐 量 以 上 に メモ リ を 一 時 的 に 使用 
する も の が あり ます . こう いう 場合 , 「 常 駐 量 と UMB の 空き エリ ア を 比べ る と UMB エ リア に 
ロー ド で き で も よさ そう な の に ? 」 ど 思っ て し まい が ち で す . 
常駐 量 だ け で は ほん と うに UMB エ リア に ロー ド で きる か が の 判断 が で きま せん . 
こう いつ た タイ ブ の デバ イス ドラ イ バ で 代表 的 な も の は 日 本 語 FEP や ディ スク キャ ッシュ 
ドラ イ バ な ど が 上 げ ら れ ま す . 

まず 最初 に , 比較 的 メモ リ を 多く 消費 する デバ イス ドラ イ バ を ロー ド し まし ょ よう. 
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Sn WW 以 キャ サタ 
ーー に 
5. ディス クキ ャ ッシュ 
5.1. ディ スク レス ポン ス を 向上 する に は ・・ 


ディ スク キャ ッシュ を 使用 すれ ば , ディ スク の レス ポン ス は ディ スク キャ ッシュ を 使用 
し な い 場 合 に 比べ 大 幅 に 向上 し ます . 

DC10.EXE で は さら に ディ スク レス ポン ス を 向上 させ る 高速 化 オ ブシ ョ ン が 用 意 さ れ て い 
ます . これ ら の 組み 合わ せ で より 高速 な ディ スク 環境 が 得 ら れ ま す . 


@ 特 に 効果 が 大 きい オプ ショ ン 
・ 先 読み (/R) 
連続 デー タ な ど を あら か が かじ め キャ ッ シ ン グ す る こと に より レス ポン ス を 向上 させ ます . 
日 本 語 FEP の 辞書 ファ イル な ど に 効果 的 で す . 
先読み オプ ショ ン を 指定 し た 場合 は , 最大 7K バ イト の 先読み バッ ファ が 確保 され る だ 
め 常 駐 量 が その 容量 分 増え ます . 


・FAT デ ー タ の ロッ ク (/L) 
FAT 部 分 の デー タ を キャ ヤッ シン グ し , ロッ ク す る こと に より FAT の 検索 を 高速 に 行ない 
ます . 
FAT 部 分 は 特に 頻 繋 に アク セス され る 部 分 な の で 効果 的 で す . 


人 @ 効 果 が 大 きい オプ ショ ン 
・ サ ブ デ ィ レ クト リ デ ー タ の キャ ッ シ ン グ と 保持 (/D) 
サブ ディ レク トリ の デー タ を キャ ッ シ ン グ し , 保持 する こと で サブ ディ レク トリ の 検 
索 を 高速 化し ます . 


・ キ ャ ッシュ デー タ の 保持 (/H) 

よく 使用 する プロ グラ ム や デー タ な ど を キャ ッ シ ン グ し た 後 , この オブ ショ ン を 使用 
し , キヤ ッシュ バッ ファ の デー タ を 保持 し , レス ポン ス を 向上 させ ます . 

ロッ ク さ れ て いな い 残 り の キャ ッシュ バッ ファ を 使用 し , キャ ッ シ ン グ は 続け られ ま 
ず 。 
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3 デザ カキ や ッシュ 


・ キ ャ ッシュ バッ ファ フル 時 の キャ ッシュ バッ ファ の 掃き 出し 禁止 (/NF ) 
キャ ヤッ シュ バッ ファ が フル に な っ つっ だ 時 点 で それ 以上 キャ ッ シ ン グ し ませ ん . 
つま り , それ まで キャ ッ シ ン グ さ れ た デー タ は 掃き 出さ れ な く な り ま す の で キャ ッ シ 
ング され だ た デー タ は 常に 高速 に アク セス で きま す . 


/N ウ アウ ルル 1 
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6.RAM デ ィ ス ク 


6.1. ファ イル アク セス の 高速 化 と し て の RAM デ ィ ス ク 


RAM デ ィ ス ク は ハー ド デ ィ スク , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や MO ディ スク な どの 磁気 メデ ィ ア , 
光 メ ディ ア に 比べ , シー ク や リー ド , ライ ト に と も な う 物 理 的 な オー バ ヘ ッ ド が な いた 
め 非 常に 高速 に アク セス で きる メデ ィ ア で す . 


@ 利 用 例 テン ポラ リフ ァイル (作業 ファ イル ) 一 

コン パイ ル 時 の テン ポラ リフ ァイル (一 時 作業 ファ イル ) や ワー プロ な どの アブ リ ケ ー 
ショ ン の 作業 エリ ア と し て よく 使わ れ ま す 
テン ポラ リフ ァイル は そもそも その アプ リケーション や ツー ル を 使用 し て いる 時 の み 使 
用 する も の で す が から , その アプ リケーション を 終了 し た 時 点 で は 必要 あり ませ ん . 
で すか ら , 電源 を 切っ つて も ディ スク 上 に 残 つ て いる 必要 は あり ませ ん 

使っ つて る ハー ド デ ィ スク な どの 空き 容量 が 厳し い 場 合 , ハー ド デ ィ スク 上 へ の テン ボ 
ラリ ファ イル を 取る こと 自体 いく ら 一 時 的 と は いえ , 困難 で す . まし て や , フロ ッ ピ イィ 
ディ スク の 場合 だ と , アプ リケーション が 入っ た 状態 で の 空き 容量 は 微々 に た る も の で , 
確保 す ら で き ませ ん . それ に フロ ッ ピ イィ ディ スク の 入れ 替え が 生じ た 場合 は . テン ポラ 
リフ ァイル が ディ スク を 入れ 替え だ 時 点 で な く な る わけ で すか が から デー タフ ァイル の 整合 
性 が と れ な く な り 文 書 フ ァイル を 壊し て し まう こと が あり ます . 
スピ ー ド も 物理 的 に オー バー ヘッ ド が ある 関係 上 , 操作 効率 を スポ イル し て し まい ます . 

RAM デ ィ ス ク 上 に テン ポラ リフ ァイル を 確保 お すれ ば , コン バイ ラ の 場合 だ と , コン バ 
イル スピ ー ド が 形 的 に 向上 し ます . また , ワー プロ な ど で も 比較 的 大 き な 文書 を 作成 し 
た 場合 の 検索 , 置換 な ど が スピ ー デ ィ に 行なえ ます . 
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6. RAM デ ィ ス ク 


6.2. クラ スタ ,. セク タタ サイズ. ルー トディ レク トリ の エン トリ 数 の 変更 
汎用 型 の RAMA デ ィ ス ク ド ラ イ バ 「1I0S10.EXE」 に は RAM デ ィ ス ク の 


ララ 交 多 沙 イ グ 
セク タ サ イズ 
ルー トディ レク トリ の エン トリ 数 


を 任意 に 変更 で きる よう に オプ ショ ン バ ラ メー タ が 用 意 さ れ て いま す . 


@ ル ー ト ディ レク トリ の エン トリ 数 
ルー トディ レク トリ に 多数 の ファ イル を 作成 する 場合 は ルー トディ レク トリ の エン トリ 
数 を 増やす と よい で し ょ よう. 


@ セ クタ サイ ズ 
セク タ サ イズ を 大 きく する と , デー る タ 転送 に と も な う 時 間 が 短縮 され ます が , デー る タ 転 
送 中 の 割り 込み 禁止 時 間 が 長く な り ま す . 


人 る クラ スタ サイ ズ 
クラ スタ サイ ズ を あま り 大 きく する と , クラ スタ サイ ズ よ り 小 さい ファ イル を 多数 扱う 
場合 は , ディ スク の 使用 効率 が よく あり ませ ん . 
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